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庄原市交通交流施設（備後庄原駅舎）と備後庄原駅前ロー庄原市交通交流施設（備後庄原駅舎）と備後庄原駅前ロー
タリーの完成を記念して、11月１日、「供用開始セレモニー」タリーの完成を記念して、11月１日、「供用開始セレモニー」
が開催されました。（詳しくは裏表紙をご覧ください）が開催されました。（詳しくは裏表紙をご覧ください）

庄原の玄関口がリニューアル庄原の玄関口がリニューアル



まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

認知症の人を支える家族の会
庄原【橙（おれんじ）の会】

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

認知症の人やその家族の支援

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。
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ご
ショット
な みま

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：
誕生おめでとう！！
これからよろしくね！

田た
な
べ鍋　

喜き
な
り也

く
ん
（
東
本
町
）

Ｒ
２
年
９
月
25
日
生
ま
れ

父母より：
おしゃべり大好き！
友達たくさんできると

いいね！

田た
な
べ鍋
ま
ほ
ろ
ち
ゃ
ん
（
東
本
町
）

Ｈ
30
年
１
月
６
日
生
ま
れ

　

●庄原卓球スポーツ少年団

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

　庄原卓球スポーツ少年団は平成６年に設立しました。
　己の心に打ち勝つ「克

こ っ き し ん

己心」をスローガンに、幼児から中学３年生
までの団員 27 人が在籍し、毎週木・金曜日の 18 時 30 分から 20 時
30 分まで庄原市総合体育館で活動しています。
　卓球台は、長さ 274 センチメートルと、相手との距離が非常に近い
スポーツで、相手選手の動きをよく見ながら行うスポーツなので観察
力が養われます。
　プロ選手のようにラリーができるようになるには時間がかかります
が、まずは体験でボールを打ってみませんか？体験用ラケットもあり
ますので、お気軽に練習をのぞきに来てください。

【連絡先】
代表　久保田卓史
☎ 0824-72-3277

山
内
に
人
を
増
や
そ
う
！

　

山
内
小
学
校
の
３
・
４
年
生
は
、
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
「
山
内
の
発
展
に
貢
献
し

た
人
物
」
な
ど
に
焦
点
を
当
て
、「
人
に
や

さ
し
い
地
域　

山
内
」
の
歴
史
に
つ
い
て
学

ん
で
き
ま
し
た
。
10
月
か
ら
は
、
山
内
地
域

の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
人
と
共
に
、「
山

内
に
人
を
増
や
そ
う
！
」
と
空
き
家
の
掃
除

や
地
域
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

「
山
内
て
ご
ぉ
し
隊
」
と
の
コ
ラ
ボ

　

山
内
地
域
で
空
き
家
の
片
付
け
活
動
を
行

い
、
地
域
の
空
き
家
と
移
住
希
望
者
の
橋
渡

し
を
し
て
い
る
「
山
内
て
ご
ぉ
し
隊
」
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
、
空
き
家
の
見
学
と
掃
除
を

行
い
ま
し
た
。
児
童
は
、「
す
て
き
な
空
き

家
だ
か
ら
人
に
住
ん
で
も
ら
い
た
い
」「
空

き
家
を
活
用
し
て
山
内
に
人
を
増
や
し
た

い
」「
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
も
っ
と

問
い
合
わ
せ

自
治
定
住
課
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７

青空の下に広がる
真っ白いソバのじゅうたん

口和自治振興区の投稿

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

自
発
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
皆
さ
ん
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

山内小学校
３・４年生の皆さん

＃
庄
原
が
好
き

市 民 の ペ ー ジ

や
り
た
い
」
な
ど
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
の
意
見
を
も

と
に
、
ど
の
よ
う
に
地
域
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く

か
考
え
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
空
き
家
を
掃

除
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　私たちは、認知症について正しい知識を持ち、認知症になっ
ても安心して暮らせる庄原市を目指して活動しています。メンバー
は、認知症の人の介護経験者、認知症に関心のある人、専門職などで、
月１回の定例会と認知症カフェ“とんぼ”を開催しています。ひと
ごとではない認知症。「認知症にやさしい町づくり」への取り組みに、
お気軽にご参加ください。
●認知症カフェ “とんぼ ”
　カフェでは、認知症の人、その家族の相談会やミニ学習会などを行
っており、介護経験者や専門職からアドバイスを受けることもできます。
とき　毎月第３月曜日　13 時 30 分～ 15 時
ところ　庄原ショッピングセンター・ジョイフル ２階 交流スペース
【問い合わせ】
事務局：上原町 1810-1　愛生苑内（代表：渡邉蓉子）
☎ 0824-72-8686（坂村）　ＦＡＸ0824-72-8685　
メール todani-5751@leaf.ocn.ne.jp

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
投
稿
募
集
中

「
＃
庄
原
が
好
き
」

で
投
稿
！

▲投稿を
チェック

このコーナーでは、
農業のちょっとしたこつを、
市の営農指導員から
お知らせします。

45

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
１

　

気
温
が
下
が
る
に
つ
れ
て
、
旬
を
迎

え
る
白
菜
。
煮
て
も
サ
ラ
ダ
に
し
て
も

漬
け
物
に
し
て
も
お
い
し
い
白
菜
で
す

が
、
時
々
と
て
も
苦
く
感
じ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
白
菜
が
苦
い
理
由
・
原
因

を
紹
介
し
ま
す
。

苦
み
を
感
じ
る
成
分

　

最
も
分
か
り
や
す
い
の
が
辛
み
と
苦

み
の
塊
、
カ
イ
ワ
レ
大
根
で
す
。

　

白
菜
や
カ
イ
ワ
レ
大
根
の
苦
み
は
、

害
虫
に
食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
苦
み
を
感
じ
る
成
分
は｢

イ
ソ

チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト｣

で
、
発
が
ん
性
物

質
の
解
毒
を
促
進
す
る
作
用
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
他
、
血
栓
を
で
き
に
く
く
す

る
作
用
が
あ
る
た
め
、
動
脈
硬
化
も
防

ぎ
ま
す
。

苦
い
理
由
・
原
因

★
先
祖
返
り

　

も
と
も
と
野
菜
の
原
種
は
、
人
間
に

と
っ
て
食
べ
や
す
い
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
の
た
め
、
食
べ
や
す

く
な
る
よ
う
に
、
何
度
も
品
種
改
良
を

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

営
農
指
導
員　

若わ
か
や
ま山　
　

譲
ゆ
ず
る

繰
り
返
し
ま
す
。
そ
の
過
程
で
、
突
然

原
種
に
近
い
状
態
の
も
の
が
で
き
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
先

祖
返
り
」
で
す
。
先
祖
返
り
し
た
白
菜

は
、
成
長
す
る
と
苦
み
や
辛
み
な
ど
が

強
い
状
態
に
な
り
ま
す
。

　

苦
み
は
あ
り
ま
す
が
、
食
べ
て
も
問

題
あ
り
ま
せ
ん
。

★
育
っ
た
土
壌

　
「
窒
素
」
成
分
を
過
剰
に
含
む
土
で

育
つ
と
、
栄
養
分
が
偏
り
、
そ
れ
が
苦

み
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
白
菜
は
霜
が
降
る
こ
と
で
甘

味
が
増
し
、葉
も
柔
ら
か
く
な
り
ま
す
。

夏
や
、
冬
で
も
霜
が
少
な
い
場
合
、
苦

く
な
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

★
保
存
期
間

　

カ
ッ
ト
し
て
か
ら
時
間
が
経
過
す
る

と
苦
く
な
り
ま
す
。
カ
ッ
ト
し
た
断
面

が
空
気
に
触
れ
る
こ
と
で
、
酵
素
の
働

き
に
よ
り
苦
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

時
間
が
た
つ
ほ
ど
、
空
気
に
触
れ
る
時

間
が
長
く
な
り
、
苦
み
は
増
し
て
い
き

ま
す
。

　

た
だ
し
、
腐
っ
て
い
な
け
れ
ば
食
べ

て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

白
菜
が
苦
い
理
由
・
原
因
は
？
　

食
べ
て
も
よ
い
で
す
か
？
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「
い
ざ
な
み
カ
ー
ド
」
と

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
を
活
用
し
て

市
内
の
お
店
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

商
工
観
光
課
商
工
振
興
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
７
８

「いざなみカード」のデザイン

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
12
月
中
旬
か
ら　

世
帯
主
宛
て
に
申
込
書
を
送
付

申
し
込
み
の
受
け
付
け
開
始

　
　

⇩

▼
令
和
３
年
２
月
か
ら　

申
込
者
へ
順
次
カ
ー
ド
を
送
付

　
　

⇩

▼
令
和
３
年
３
月
１
日
か
ら　

市
内
の
加
盟
店
で
カ
ー
ド
の
利
用
が
可
能

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
の
付
与

カ
ー
ド
の
名
称

い
ざ
な
み
カ
ー
ド

カ
ー
ド
の
愛
称

な
・
み
・
か
（
ｎ
ａ
ｍ
ｉ
ｃ
ａ
）

名
称
の
由
来

　
「
い
ざ
な
み
カ
ー
ド
」
の
“
い
ざ
な
”
は
「
い

ざ
な
う
」
の
語
源
で
、「
誘
う
」「
誘
致
す
る
」

と
い
う
意
味
で
す
。
観
光
消
費
や
観
光
客
を

「
い
ざ
な
う
」
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。

カ
ー
ド
の
特
典

カ
ー
ド
の
特
典

①
加
盟
店
で
使
え
る
１
万
円
分
の
プ
レ
ミ
ア

ム
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

②
買
い
物
な
ど
の
決
済
時
に
ポ
イ
ン
ト
を
付

与
（
２
０
０
円
で
１
ポ
イ
ン
ト
を
予
定
）

③
１
万
円
単
位
で
チ
ャ
ー
ジ
し
た
場
合
、

１
万
円
に
つ
き
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
を
付
与

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー

ド
）
を
持
っ
て
い
る
人
に
付
与
さ
れ
る
「
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
の
対
象

※
１
ポ
イ
ン
ト
＝
１
円
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。

※
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
に
つ
い
て
の
詳
細

は
、
広
報
し
ょ
う
ば
ら
６
月
号
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

カ
ー
ド
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

カ
ー
ド
に
関
す
る
Ｑ
＆
Ａ

プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
ら
れ
る

対
象
者
は
？

　

令
和
２
年
12
月
１
日
時
点
で
庄
原
市
に
住

民
登
録
し
て
い
る
人
で
、
申
込
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
期
限
（
３
月
中
旬
を
予
定
）
ま
で

に
申
し
込
ん
だ
人
が
対
象
で
す
。

申
し
込
み
の
方
法
は
？

　

申
込
書
が
世
帯
主
宛
て
に
届
き
ま
す
。
必

要
事
項
を
記
入
し
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で

郵
送
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
カ
ー
ド
の
申
し
込
み
は
？

　

15
歳
未
満
の
人
は
、
法
定
代
理
人
（
保
護

者
な
ど
）
が
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

す
で
に
「
ほ
ろ
か
カ
ー
ド
」
を　
　
　

持
っ
て
い
る
人
は
？

　

東
城
地
域
の
「
ほ
ろ
か
カ
ー
ド
」
も
、
今

ま
で
通
り
利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
令
和
３

年
３
月
１
日
か
ら
、
市
内
全
域
の
加
盟
店
で

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
「
ほ
ろ
か
カ
ー
ド
」
で
も
「
い
ざ
な
み
カ

ー
ド
」
と
同
様
の
特
典
が
あ
り
、す
で
に
「
ほ

ろ
か
カ
ー
ド
」
を
持
っ
て
い
る
人
も
、
プ
レ

ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
申
込
書
で
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
を

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
世
帯
主
宛
て
に
届
く
申
込
書
を

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

令
和
３
年
３
月
か
ら

令
和
３
年
３
月
か
ら
市
内
全
域
で
使
え
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
カ
ー
ド
が
始
ま
り
ま
す
！

　

市
内
全
域
の
加
盟
店
で
使
え
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
カ
ー
ド
「
い
ざ
な
み
カ
ー
ド
」

が
発
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
カ
ー
ド
は
、
市
内
の
商
工
団
体
な
ど
で
つ
く

る
「
庄
原
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
協
議
会
」
が
市
と
連
携
し
て
発
行
し
ま
す
。
現

金
を
チ
ャ
ー
ジ
し
て
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
決
済
や
チ
ャ
ー
ジ
の
金
額
に
応
じ
て
ポ
イ

ン
ト
も
付
与
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
る
市
民
生
活
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
市
内
経

済
を
消
費
で
回
復
さ
せ
る
た
め
、
こ
の
カ
ー
ド
を
申
し
込
ん
だ
対
象
者
に
、
加
盟
店
で
使

え
る
１
万
円
分
の
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
を
贈
呈
し
ま
す
。

市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
７

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
が

再
送
付
さ
れ
ま
す

　

本
年
度
の
成
人
式
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
新
成
人
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
新
成
人
の
み

の
参
加
と
し
ま
す
。
参
加
す
る
人
は
マ

ス
ク
の
着
用
な
ど
、
感
染
症
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
よ
り
開

催
を
見
合
わ
せ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

と　

き　

令
和
３
年
１
月
９
日
㈯

　
【
受　
　

付
】
13
時
～

　
【
式　
　

典
】
13
時
30
分
～

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

対
象
者

　

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
、
市
内
在

住
ま
た
は
庄
原
市
出
身
の
人
。

令和２年度令和２年度

庄原市庄原市
成人式成人式

申
し
込
み

　

対
象
者
に
は
12
月
か
ら
順
次
案
内
状
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
に
は
案
内
状

が
送
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
生
涯
学
習
課
ま

た
は
各
支
所
教
育
室
へ
事
前
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

○
庄
原
市
に
居
住
し
て
い
る
が
、
庄
原
市
に

住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人

○
庄
原
市
出
身
で
、
庄
原
市
以
外
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
人

○
11
月
１
日
以
降
に
庄
原
市
に
転
入
（
住
民

登
録
）
し
た
人

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

メ
ー
ル

syogaigakusyu@
city.shobara.lg.jp

ま
た
は
各
支
所
教
育
室

昨年度の様子

①スマホで顔写真を撮影

②スマホで交付申請書の
　QR コードを読み取る

③申請用 WEB サイトで
　メールアドレスを登録

①カメラで
　顔写真を撮影

②申請用 WEB
　サイトでメール
　アドレスを登録

③申請者専用
　WEB サイトの
　URL が届いたら
　顔写真を登録、
　必要事項を入力
　して申請完了

交付申請書に必要
事項を記入し、
６カ月以内に撮影
した顔写真を
貼り付けて郵送し、
申請完了

①タッチパネルから
　「個人番号カード申請」
　を選択
②撮影用の料金を投入
　して、交付申請書の
　QRコードをバーコー
　ドリーダーにかざす

③画面の案内に従って
　必要事項を入力

④画面の案内に従って
  顔写真を撮影して  
  送信し、申請完了

④申請者専用 WEB サイトの URL が届いたら
　顔写真を登録、必要事項を入力して申請完了

他
の
申
請
方
法
は
左
記
の
と
お
り
）

　

申
請
か
ら
お
お
む
ね
１
カ
月
後
に
案
内

は
が
き
が
届
き
ま
す
の
で
、
本
人
が
市
役

所
（
本
庁
・
各
支
所
）
へ
来
庁
の
上
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
１
２
０
‐
95
‐
０
１
７
８

市
民
生
活
課
戸
籍
住
民
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
７

ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
係

　

12
月
下
旬
～
令
和
３
年
３
月
の
間
に
、
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
申
請
し
て
い
な
い
方
（
75

歳
未
満
）
へ
交
付
申
請
書
が
再
送
付
さ
れ
ま

す
。

　

申
請
書
は
、「
地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス

テ
ム
機
構
・
個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
申
請
書

受
付
セ
ン
タ
ー
」
が
発
送
し
ま
す
。

　

申
請
す
る
際
は
、
申
請
書
に
申
請
日
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
す
る
と
と
も
に
、
本

人
の
顔
写
真
を
貼
り
、
押
印
の
上
、
返
信
用

封
筒
に
入
れ
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。（
そ
の
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除雪についての問い合わせ

▶国・県道の場合
　広島県北部建設事務所　庄原支所土木課　☎ 0824 ｰ72 ｰ 2015

▶市道の場合
　建設課管理係　　　　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1150　
　西城支所地域振興室　☎ 0824 ｰ 82 ｰ 2181　　東城支所産業建設室　☎ 08477 ｰ 2 ｰ 5141
　口和支所地域振興室　☎ 0824 ｰ 87 ｰ 2113　　高野支所地域振興室　☎ 0824 ｰ 86 ｰ 2113
　比和支所地域振興室　☎ 0824 ｰ 85 ｰ 3003　　総領支所地域振興室　☎ 0824 ｰ 88 ｰ 3065

●市は道路上に20センチメートル以上の積
雪が確認され、通行に支障がある場合に除
雪作業を行います。（国・県道は積雪15セ
ンチメートル以上）

●夜間の除雪作業は大変危険なため、原
則として５時～17時の間で行います。

●道路の幅員や障害物などの状況によって
は、交通規制などを行う場合があります。

●車道・歩道上の除雪作業の障害となるものは、事前に
撤去するなどの対応をお願いします。また、道路脇に設置
してある電気柵などは除雪作業により破損する恐れがあり
ますので、あらかじめ撤去しておいてください。

●路上駐車がある場合、除雪作業に支障が生じますので
ご注意ください。

●家や駐車場の出入口は特に注意して除雪していますが、
除雪機械の構造上、全ての雪を取り除くことはできません。
限られた時間と人員で市内の道路交通を確保しなければ
ならないため、寄せ雪の除去は大変困難であり、各家庭
で取り除いてください。

●道路脇の樹木の枝が積雪でたわみ、通行の障害になる
場合は、樹木の所有者の責任で撤去するなどの対応をお
願いします。特に危険な場合には、作業者にて伐採する
ことがあります。

●屋根の雪やつららが道路に落ちる恐れがある場合は、
屋根に雪止めなどを設置し、事故防止の対策をしてくださ
い。また、屋根などの敷地内の雪を道路に出す行為は道
路法および道路交通法などで禁止されています。

県と市は、積雪時に道路交通を早期に確保す
るため、除雪に努めています。除雪作業は日常
生活に欠かすことのできない道路交通を確保す
るための重要な作業であり、迅速かつ効率的に
行う必要がありますが、積雪量や障害物などの
状況により、時間がかかる場合があります。ま
た、道路の幅や構造によっては、除雪できない
場合もあります。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

建設課管理係　☎0824ｰ73ｰ1150

除雪作業除雪作業

除雪作業を行う上でのお願い

市道除雪について

にご理解とご協力を～
庄
原
市
高
齢
者
世
帯
雪
下
ろ
し
支
援
制
度
～

　　

市
は
、高
齢
者
が
降
雪
期
に
安
心
し
て

市
は
、高
齢
者
が
降
雪
期
に
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、市
内
の
高
齢
者
世
帯

生
活
で
き
る
よ
う
、市
内
の
高
齢
者
世
帯

を
対
象
と
し
た
雪
下
ろ
し
支
援
制
度
を
設

を
対
象
と
し
た
雪
下
ろ
し
支
援
制
度
を
設

け
て
い
ま
す
。

け
て
い
ま
す
。

　
対
象
者
は
？

　
対
象
者
は
？

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、現
に
居
住
し
て

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、現
に
居
住
し
て

い
る
い
る
7575
歳
以
上
の
人
の
み
で
構
成
す
る
市

歳
以
上
の
人
の
み
で
構
成
す
る
市

民
税
非
課
税
の
世
帯
。

民
税
非
課
税
の
世
帯
。

　

ま
た
、

　

ま
た
、7575
歳
以
上
の
人
以
外
に
、次
の
い

歳
以
上
の
人
以
外
に
、次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
の
み
が
同
居
し
て

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
の
み
が
同
居
し
て

い
る
世
帯
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

い
る
世
帯
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

❶❶
１
級
～
４
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

１
級
～
４
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者

❷
Ⓐ
か
ら
Ⓑ
ま
で
の
療
育
手
帳
所
持
者

❷
Ⓐ
か
ら
Ⓑ
ま
で
の
療
育
手
帳
所
持
者

❸
１
級
ま
た
は
２
級
の
精
神
障
害
者
保
健

❸
１
級
ま
た
は
２
級
の
精
神
障
害
者
保
健

　

福
祉
手
帳
所
持
者

　

福
祉
手
帳
所
持
者

❹❹
1515
歳
未
満
の
人

歳
未
満
の
人

　
対
象
と
な
る
作
業
は
？

　
対
象
と
な
る
作
業
は
？

①
屋
根
か
ら
の
雪
下
ろ
し

①
屋
根
か
ら
の
雪
下
ろ
し

②
屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
の
除
去

②
屋
根
か
ら
下
ろ
し
た
雪
の
除
去

③
屋
根
か
ら
落
ち
た
軒
下
の
雪
の
除
去

③
屋
根
か
ら
落
ち
た
軒
下
の
雪
の
除
去

※
た
だ
し
、現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
に
限

※
た
だ
し
、現
在
住
ん
で
い
る
住
宅
に
限

り
ま
す
。

り
ま
す
。

75
歳
以
上
の
人
の
み
の
世
帯
の

「
雪
下
ろ
し
」を
支
援
し
ま
す

　
支
援
内
容
は
？

　
支
援
内
容
は
？

●
経
費
の
助
成

●
経
費
の
助
成　

対
象
作
業
に
要
し
た
経

　

対
象
作
業
に
要
し
た
経

費
の
３
分
の
１
以
内
の
額
（
千
円
未
満

費
の
３
分
の
１
以
内
の
額
（
千
円
未
満

は
切
り
捨
て
）を
助
成
し
ま
す
。同
一
年

は
切
り
捨
て
）を
助
成
し
ま
す
。同
一
年

度
内
に
受
け
取
れ
る
助
成
金
の
上
限
は

度
内
に
受
け
取
れ
る
助
成
金
の
上
限
は

３
万
７
千
円
で
す
。

３
万
７
千
円
で
す
。

●
業
者
の
紹
介

●
業
者
の
紹
介　

対
応
が
可
能
な
業
者
を

　

対
応
が
可
能
な
業
者
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

紹
介
し
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

さ
い
。

　
申
請
方
法
は
？

　
申
請
方
法
は
？

　

業
者
な
ど
に
依
頼
し
た
雪
下
ろ
し
作
業

　

業
者
な
ど
に
依
頼
し
た
雪
下
ろ
し
作
業

が
完
了
し
た
後
、交
付
申
請
書
に
実
施
状
況

が
完
了
し
た
後
、交
付
申
請
書
に
実
施
状
況

報
告
書
と
領
収
書
の
写
し
を
添
え
て
申
請

報
告
書
と
領
収
書
の
写
し
を
添
え
て
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係　

高
齢
者
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係　

☎
０
８
２
４
‐

☎
０
８
２
４
‐
7373
‐
１
１
６
５

‐
１
１
６
５

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活

室
（
西
城
支
所
は
、し
あ
わ
せ
館
内
）

室
（
西
城
支
所
は
、し
あ
わ
せ
館
内
）

庄
原
消
防
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
９
９
１
１

東
城
消
防
署　

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
０
０
５

令和２年度　全国統一防火標語　「 その火事を　防ぐあなたに　金メダル 」

感
染
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

　

冬
は
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
、
感
染
症
が
流
行

し
や
す
い
季
節
で
す
。
特
に
今
で
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
も
注
意
が

必
要
で
す
。

　

感
染
症
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

基
本
的
な
感
染
予
防
対
策
は
同
じ
で
す
。

引
き
続
き
一
人
一
人
が
感
染
予
防
に
努

め
、
健
や
か
な
年
末
年
始
を
迎
え
ま
し
ょ

う
。

☆
感
染
症
に
か
か
ら
な
い
た
め
に
は
？

▼
感
染
経
路
を
絶
つ
（
飛ひ

ま
つ沫
・
接
触
感
染

を
防
ぐ
）

　

い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
触
る
と
、
知
ら
な

い
う
ち
に
手
に
ウ
イ
ル
ス
が
付
き
、
感
染

の
原
因
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

せ
っ
け
ん
や
ハ
ン
ド
ソ
ー
プ
を
使
用
し

た
小
ま
め
な
手
洗
い
と
、
マ
ス
ク
の
着
用

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

▼
免
疫
力
を
高
め
る

　

免
疫
力
が
低
下
し
て
い
る
と
、
感
染
症

に
か
か
り
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、
重
症

化
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。
普
段
か
ら

十
分
な
睡
眠
と
、
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

冬
場
は
特
に
火
の
用
心
！

　
こ
れ
か
ら
の
時
季
は
、
寒
さ
が
厳
し
く

な
り
、
暖
房
器
具
な
ど
を
使
用
す
る
機
会

が
増
え
る
と
と
も
に
、
空
気
が
乾
燥
す
る

た
め
、火
災
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

火
災
の
な
い
年
末
年
始
を
過
ご
す
た

め
、
火
の
用
心
を
心
掛
け
、
外
出
時
や
就

寝
前
に
は
必
ず
火
の
元
の
点
検
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

　
暖
房
器
具
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た
め
　

次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

▪
使
用
前
に
点
検
・
整
備
を
す
る

▪
給
油
時
は
必
ず
火
を
消
す

▪
誤
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
を
給
油
し
な
い

▪
燃
料
タ
ン
ク
の
ふ
た
は
確
実
に
締
め 

　

る
▪
カ
ー
テ
ン
や
布
団
な
ど
の
近
く
で
使
用

　

し
な
い

▪
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
干
さ
な
い

▪
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
つ
け
た
ま
ま
寝
な
い

水道管の凍結防止対策を！
　例年この時季は、凍結による水道管の破裂が起きています。水道管は気温がマイナス４度以下になると、凍結に
よる破裂の可能性が高くなります。寒波の到来による急な冷え込みに備え、屋外の露出している水道管や、普段使
用していない蛇口などには、市販の保温材や電気式の凍結防止帯を巻くなどして、凍結対策を行いましょう。

【凍ってしまったら】
　凍った部分にタオルや布をかぶせて、その上からぬるま湯をゆっくりかけましょう。
　直接熱湯をかけると、水道管や蛇口が破裂することがあります。
問い合わせ
水道課管理係　☎ 0824-73-1197　または各支所水道室
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税の税の

かわら版
かわら版

次回予告 来月は、「申告相談について」の予定です。

12 月は、12 月は、
　固定資産税３期、国民健康保険税６期、介護保険料７期、後期高齢者医療保険料６期の納付月です。　固定資産税３期、国民健康保険税６期、介護保険料７期、後期高齢者医療保険料６期の納付月です。
〔納期限 12 月 28 日（月）〕〔納期限 12 月 28 日（月）〕
　◇「口座振替」にしている方は、納期限の前日までに残高確認をお願いします。
　◇ 納付で困っていることがあれば、収納課または各支所市民生活係にご相談ください。　

税務課資産税係 ☎ 0824-73-1144

償却資産申告について　償却資産申告について　
～ 固定資産税 ～～ 固定資産税 ～

Ｑ　減価償却費の計算をして税務署に確定申告を行っていますが、それとは別に市に償却資産申告
　　をする必要がありますか。
Ａ　必要です。
　　 確定申告は国税の計算を行うためのもので、償却資産申告は市税である固定資産税
　　の計算を行うためのものです。市への申告も忘れずに、お願いします。

Ｑ　耐用年数が過ぎた償却資産も申告が必要ですか。
Ａ　必要です。
　　使える状態にある限り、申告対象となります。耐用年数が過ぎていても、固定資産税の場合は、
　　取得価格の５％が評価額として残ります。

　土地の利用状況（現況地目）が変わった場合、家屋（建物）を新築、取り壊しや用途変更
をした場合には、12 月 28日（月）までに税務課資産税係または各支所市民生活係に届け出て
ください。 ※詳しくは広報しょうばら８月号をご覧ください。

◆償却資産とは
固定資産税は、「土地」「家屋」「償却資産」の所有者に課される税金です。このうち「償却資産」とは、会社
や個人で事業を行っている人が、その事業のために所有している構築物、機械、工具・備品のことをいいます。
　この「償却資産」の減価償却費は、法人税法または所得税法の規定による所得の計算上、損金または必要な
経費に算入されます。つまり、確定申告を行うとき、減価償却費の計算を行う資産です。
※ただし、減価償却費の計算を行っても、少額資産や無形資産、自動車税種別割・軽自動車税種別割の対象となる車両など
は、償却資産申告が不要です。

◆償却資産申告は 1月末日までに
　地方税法第 383 条により、毎年１月１日現在の状況を１月末日までに市に申告しなければなりません。
　「市内で事業を行っている人」や「市内に償却資産を所有している人」は、償却資産申告書を税務課資産税係
に提出してください。e

エ ル タ ッ ク ス

LTAXによる電子申告も受け付けています。

◆償却資産申告が必要な人と償却資産の例
　会社だけでなく個人で次のような事業を行っている場合も申告が必要です。

《業種別の主な償却資産》　※あくまでも一例です。
業種 主な償却資産

共通 舗装路面、フェンス、外灯、看板、受変電設備、事務机・椅子、パソコン、レジスター、
壁掛け式エアコン、太陽光発電設備

小売業・飲食業 陳列棚・台、冷蔵庫、テレビ、厨房設備、放送設備
理・美容業 洗面設備、消毒殺菌器、理・美容椅子、タオル蒸し器
建設業・修理等工事業 発電機、大型特殊自動車、測定・検査工具、建設用機械
酪農・畜産・農業 ビニールハウス、農薬散布用ドローン、農作物選別機、播

は

種
しゅ

（種まき）機
不動産賃貸業 自転車置き場、緑化施設（花壇など）、ゴミ置き場、集合郵便受け

　　　　　　土地や家屋に関する届け出をお願いします！

　土地の利用状況（現況地目）が変わった場合、家屋（建物）を新築、取り壊しや用途変更

　　　　　　
お知らせ
お知らせ

　
　

　

　

☆ほのぼのネット１月の行事予定☆
とき 内容 申込期限 ところ

出張相談 １月９日㈯
10 時～ 12 時 妊娠・出産・子育てに関する情報提供や相談 １月８日㈮

17時まで 庄原ひだまり広場
西本町2-12-8
☎0824-75-0222講座 １月 15 日㈮

10 時～ 12 時
教えて！助産師さん
～母乳・ミルク・卒乳について～

１月14日㈭
17時まで

※参加を希望する方は子育て世代包括支援センターへご連絡ください。
※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止・延期となる場合があります。

保
育
所
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
？

　

保
育
所
は
、
保
護
者
が
就
労
や
出
産
、

病
気
な
ど
で
、
育
児
が
で
き
な
い
場
合
に

利
用
で
き
る
施
設
で
す
。

　

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
よ

う
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
子
ど
も
の
命
を

守
り
、
衣
食
住
の
世
話
を
す
る
「
養
護
」

の
機
能
と
、
言
葉
や
生
活
に
必
要
な
こ
と

を
教
え
る
「
教
育
」
の
機
能
を
併
せ
持
ち
、

子
ど
も
の
成
長
を
支
え
ま
す
。

※
市
内
に
は
保
育
所
の
他
に
、
認
定
こ
ど

も
園
や
幼
稚
園
が
あ
り
ま
す
。

食
育
の
取
り
組
み

▼「
食
べ
物
の
好
み
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
」

「
楽
し
く
み
ん
な
と
食
べ
る
こ
と
」
な
ど

を
目
的
に
、子
ど
も
た
ち
が
野
菜
を
育
て
、

そ
の
野
菜
を
給
食
に
利
用
し
た
り
、
行
事

で
会
食
を
し
た
り
す
る
な
ど
、
保
育
の
内

容
や
食
事
の
環
境
を
工
夫
し
て
い
ま
す
。

▼
給
食
で
は
、
よ
く
噛
み
、
素
材
の
味
を

感
じ
な
が
ら
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
味
付

け
、
量
な
ど
を
調
節
す
る
こ
と
で
、
子
ど

　庄原市子育て世代包括支援センター（愛称：ほのぼ
のネット）は、安心して妊娠・出産・子育てができる
ように、さまざまな相談に応じ、必要な情報・サービ
スの提供を行います。このページで皆さんに子育てに
関する情報をお伝えします。

【問い合わせ】　子育て世代包括支援センター（ほのぼのネット）　☎0824-73-1214

も
の
五
感
の
発
達
を
促
し
て
い
ま
す
。

▼
子
ど
も
は
細
菌
に
対
す
る
抵
抗
力
が
低

い
た
め
、
食
事
を
作
っ
て
か
ら
食
べ
る
ま

で
の
時
間
が
長
く
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し

て
い
ま
す
。

（
関
連
記
事
：
19
ペ
ー
ジ
）

地
域
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

　

保
育
所
は
利
用
し
て
い
る
家
庭
だ
け
で

な
く
、
利
用
し
て
い
な
い
子
育
て
家
庭
も

支
援
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
…

▪
保
育
士
な
ど
に
よ
る
子
育
て
の
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▪
保
育
所
開
放
日
を
設
け
て
お
り
、
開
放

日
に
は
保
育
所
の
雰
囲
気
を
感
じ
な
が
ら

親
子
で
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▪
子
育
て
や
食
事
、
保
健
衛
生
な
ど
の
情

報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

▪
施
設
内
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設

置
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

教
え
て
！
保
育
士
さ
ん

人
見
知
り
が
強
く
、
離
れ
る
と
泣

く
た
め
保
育
所
に
行
く
こ
と
が
心

配
で
す
。少し

ず
つ
保
育
所
に
慣
れ
て
、
安

心
で
き
る
場
に
な
る
よ
う
に
、
子

ど
も
と
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育
所
で
の
好
き

な
遊
び
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

薬
を
飲
む
必
要
が
あ
る
場
合
は
、

ど
う
す
れ
ば
よ
い
で
す
か
。

医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
た
薬
で
あ

れ
ば
、
保
育
所
で
飲
ま
せ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
依
頼
票
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

食
べ
物
の
好
き
嫌
い
が
多
い
場
合

で
も
大
丈
夫
で
す
か
。

ま
ず
は
「
保
育
所
で
楽
し
く
食
べ

る
こ
と
」
を
目
標
に
、
子
ど
も
一

人
一
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
量
や
食
材

を
加
減
し
、
少
し
ず
つ
食
べ
ら
れ
る
物
の

幅
が
広
が
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

保
育
士
か
ら
保
護
者
の
方
へ
　
　
　
　

「
大
切
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
」

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た

め
に
は
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
気
持
ち
よ
く
一
日
を
ス
タ
ー
ト

で
き
る
よ
う
に
「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご

は
ん
・
朝
う
ん
ち
」
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　
保
育
所
ご
と
に
特
色
が
あ
り
ま
す
。
気

に
な
る
と
こ
ろ
は
各
保
育
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

保
育
所
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

※ 11 月号 14 ページ「ほのぼのネット通信」に記載していました「タンネの森」の開所時間に誤りがありました。
　お詫びして次のとおり訂正します。
　（誤）７時 30 分～ 18 時　⇒　（正）７時 30 分～ 18 時 30 分
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健康広場

保健医療課　健康推進係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1255

　最近は新型コロナウイルスの影響により、
飲み会を控えることが多くなり、家でお酒
を飲む機会や量、お酒を飲んでいる時間が
増えたり、晩酌を始めたりした人も多いの
ではないでしょうか。
　ここでは、お酒に含まれるアルコールに
ついてお話します。

１．人はなぜお酒を飲むのか

　お酒を飲むと「楽しい気分になり、会話も弾む」「仕事終わりの一杯は、
仕事の疲れを癒やしてくれる」「ストレスが溜まった時はお酒を飲むと一時
的にストレスから解放された気になる」など、多くの人が酔いによる効果を
求めて飲酒しています。

２．アルコールの良い作用と悪い作用

　お酒の中に含まれるアルコールには良い作用と悪い作用があります。
　良い作用は、適切な量であれば、一時的に気分が良くなり、人と関わる上
で楽しみをもたらすことです。
　では、悪い作用は何でしょうか。「酔う」ことは脳をまひさせることでも
あります。正常な判断ができなくなったり、うまく歩けなくなったり、記憶
を無くしたりします。また、長い期間飲み続けていると、肝臓を中心にさま
ざまな臓器に悪影響を及ぼし、アルコール依存症になる可能性も高まります。

３．お酒と上手に付き合うには

　悪い作用はお酒を飲まなければ表れません。しかし、お酒が好きな人はお
酒を飲みたいと思うものです。そこで、悪い作用を減らし、お酒と上手に付
き合っていくためのポイントをまとめました。

広島県依存症専門医療機関

医療法人 正雄会 呉みどりヶ丘病院

看護師 土
つち

岡
おか

博
ひろ

達
たつ

（啓発活動Ａチーム）※

１．適正な飲酒量を知ろう
　　（男性は１日ビール 500 ミリリットル１本まで、女性は 1日ビール 250 ミリリットル１本まで）
２．週に２日は休肝日をつくろう
３．食事と一緒にゆっくり飲もう
４．飲酒以外の楽しみを増やそう

この中の１つからでも構いません。お酒と上手に付き合っていくため、今日から始めましょう！

　※アルコールをはじめとする、さまざまな依存症の予防活動に取り組んでいるチーム

● お酒と上手に付き合っていくためのポイント ●

（男性は１日ビール 500 ミリリットル１本まで、女性は 1日ビール 250 ミリリットル１本まで）

～お酒と上手に付き合っていくには～

飲酒量が増えていませんか飲酒量が増えていませんか？？

　市政トピックス 　市政トピックス 

　

11
月
18
日
、高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場
周
辺

一
帯
で
「
令
和
２
年
度
庄
原
市
総
合
防
災

訓
練
」を
実
施
し
、関
係
機
関
５
団
体
、約

２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。こ
の
訓
練

は
、災
害
発
生
時
に
お
け
る
対
応
能
力
の

向
上
や
、住
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、平
成
24
年
以
降
、

市
と
市
消
防
団
、備
北
地
区
消
防
組
合
の

主
催
に
よ
り
、隔
年
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
「
大
規
模
な
地
震
に
よ
り
、高

野
地
域
で
多
数
被
害
が
発
生
し
て
い
る
」

と
い
う
想
定
で
行
わ
れ
、避
難
所
設
営
訓

練
の
ほ
か
、火
災
防
御
訓
練
、倒
壊
家
屋
か

ら
の
救
助
訓
練
な
ど
、計
７
種
目
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
の
講
評
で
、備
北
地
区
消

防
組
合
庄
原
消
防
署
の
山や

ま
ぞ
え添
徳の

り
ひ
ろ宏
署
長
は

「
関
係
機
関
の
連
携
強
化
に
つ
な
が
る
有

意
義
な
訓
練
と
な
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

参
加
機
関　

庄
原
市
、
庄
原
市
消
防
団
、

備
北
地
区
消
防
組
合
、
庄
原
警
察
署
、
庄

原
市
高
野
地
域
自
治
振
興
区
連
絡
協
議
会

地域防災力向上に向けて
庄原市総合防災訓練

危機
管理課

展示された絵本の原画

車両火災の消火訓練

　

10
月
17
日
～
31
日
、
東
城
町
久
代
の

B

ブ

ッ

ク

ook C
キ
ャ
ビ
ン

abin

ち
ゃ
ち
ゃ
（
百
姓
庵
「
紡
」）

で
「
第
23
回
絵
本
原
画
展
『
か
さ
い
ま
り

の
世
界
』」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
北
海
道
出
身
の
絵
本
作
家

か
さ
い
ま
り
さ
ん
の
絵
本
「
と
く
べ
つ
な 

い
ち
に
ち
」
の
原
画
な
ど
約
30
点
を
展
示

し
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
実
施
し
て
い
る

講
演
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
た
め
実
施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
か
さ
い
ま
り
さ
ん
か
ら
「
皆
さ
ん
と

お
会
い
で
き
ず
残
念
で
す
。
展
示
さ
れ
て

い
る
作
品
は
、
私
が
ど
う
し
て
も
描
き
た

か
っ
た
作
品
で
す
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
今

日
が
『
と
く
べ
つ
な
い
ち
に
ち
』
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
」
と
、
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
届
き
、
会
場
で
上
映
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
「
と
て
も
幻
想
的
な
色
合
い

と
細
か
な
描
写
で
今
に
も
動
き
出
し
そ

う
」
と
、
普
段
は
見
ら
れ
な
い
絵
本
の
原

画
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。

繊細な世界に触れて
第23回絵本原画展

東城支所

　

11
月
３
日
～
18
日
、
田
園
文
化

セ
ン
タ
ー
で
「
第
16
回
庄
原
市
美

術
展
覧
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
一
時
は
開
催
が

難
し
い
と
思
わ
れ
ま
し
た
が
、
本

市
の
芸
術
文
化
の
振
興
を
進
め
る

た
め
慎
重
に
検
討
を
重
ね
、
感
染

症
対
策
を
講
じ
た
上
で
開
催
に
至

り
ま
し
た
。　
　
　

　

本
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

絵
画
、
写
真
、
工
芸
、
書
の
４
部

門
、計
１
４
６
点
の
応
募
が
あ
り
、

前
期
と
後
期
の
２
回
に
分
け
て
展

示
し
ま
し
た
。

　

展
示
作
品
は
、
表
現
力
が
豊
か

で
個
性
的
な
絵
画
や
、
被
写
体
を

見
事
に
引
き
立
て
た
写
真
な
ど
、

見
る
人
を
魅
了
す
る
力
作
が
そ
ろ

い
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
「
ど
の
作
品
も

迫
力
の
あ
る
、
素
晴
ら
し
い
作
品

だ
っ
た
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

渾
こんしん

身の力作そろう
庄原市美術展覧会

生涯
学習課

写真作品

工芸作品と書道作品 絵画作品
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　初心者向け写真講座・10/28

わんぱくお通り隊！出陣！ たくさんのご来場に感謝！
　東城保育所わんぱくお通り隊・11/7 　道の駅たかの300万人達成イベント・10/19

東城保育所で、園児による「わんぱくお通り隊」が
披露されました。東城保育所は、東城の文化・歴史の
伝承体験として、伝統文化であるお通りを模した「わ
んぱくお通り隊」を毎年行っています。例年は「ふれ
あい東城まつり」や「まちなみぶらり散歩ギャラリー」
のオープニングで披露していましたが、本年は新型コ
ロナウイルス感染予防のためイベントが中止となり、
披露することができませんでした。

しかし、地域の皆さんに子どもたちの元気と笑顔を
届けたいとの思いから、独自に行われました。この日
はあいにくの雨のため町並みを歩くことができません
でしたが「下にー、下に！」と子どもたちの元気な声
が響きました。

道の駅たかのの来場者（レジ通過者）が300 万人に
達しました。

平成25 年４月、中国横断自動車道尾道松江線の開通
に合わせて開業してから、３年目（平成28 年）に100
万人、５年目（平成30 年）に200 万人を達成。今回、７
年半で300 万人を達成しました。

300 万人目の来場者は、ドライブで立ち寄った島根
県出雲市在住の森

も り や ま

山さん夫妻で、記念の花束や庄原市
特産の野菜などを受け取りとてもうれしそうでした。

道の駅たかの根
ね ば

波裕
ゆ う じ

治駅長は「今まで庄原産の品ぞ
ろえにこだわり運営してきた。これからもより多くの
人に利用してもらえるよう、施設の魅力を高めていき
たい」と話しました。

各地域で防火意識の高揚
　防火パレード

火災の発生しやすい時季を迎えるに当たり、防火意
識の高揚を図るため、各地域で保育所園児や消防車な
どによるパレードが行われました。

10 月21 日には、口和町永田地域で三次消防署口和
出張所および庄原市消防団口和方面隊主催の防火パ
レードが開催され、みどり園保育所の園児21 人と聖慈
保育所の園児11 人が参加しました。法被を着用した園
児が、拍子木を鳴らしながら、備北消防マスコット「ト
ンビ君」と一緒に防火を呼び掛けながら行進をすると、
地域の人たちは温かい拍手を送りました。

10 月28 日には、庄原消防署西城出張所とおひさま
幼年消防クラブ（西城保育所）、庄原市消防団西城方面
隊、庄原警察署西城交番などが合同で防火パレードを
開催しました。開会式では、園児16 人が「火遊びはし
ません」と元気に声をそろえて火災予防を約束しまし
た。その後、町内を歩き「戸締り用心火の用心」と防火
を呼び掛けました。西城保育所の原

は ら だ

田樹
み き お

雄所長は「今
回の活動によって子どもたちの防火意識が高まった。
貴重な体験の場を用意していただきありがたい」と話
しました。

▲舞台に並ぶわんぱくお通り隊 ▲森山さん夫妻（中央・中央右）と記念撮影

№２№３

№１

花と緑のまちづくりを目指す 体に良いことを学ぼう
　庄原ガーデンセミナー 2020・11/8 　健康寿命向上セミナー・10/23

花と緑のまちづくり協議会は、本年度２回目となる「庄
原ガーデンセミナー 2020」を開催しました。

このセミナーは、暮らしに「花と緑」を取り入れるこ
つや、ガーデニングテクニックを学ぶことで、ガーデニ
ングファンの増加や「花と緑のまちづくり」の推進を目
的に実施しています。

今回は「ばらのまち福山」で活躍している福山ばら
会の石

い し い

井稔
みのる

会長を講師に迎え、バラの栽培について詳
しく学びました。

参加者は「バラの剪
せ ん て い

定や誘引（ひもなどを使用し、
茎やつるを支柱に固定する作業）など詳しく教えても
らい、とても参考になった」と話しました。

　総領自治振興センターで、健康寿命向上セミナーが開
催され、20 人が参加しました。このセミナーでは、栄養改
善・運動機能向上・認知症予防の３つをテーマに、元気
で過ごすためのこつを学んでいます。今回は手洗いの仕
方の確認と栄養改善教室が行われました。
　手洗いの仕方は、汚れに見立てた「ブラックライトで
照らすと光る専用のローション」を手につけてから手洗
いをし、洗い残しをチェックしました。また栄養改善教室
では、１食当たりに必要な栄養分の目安量を確認し、高齢
者の低栄養を防ぐためのポイントを学びました。
　参加者は「洗い残しの多さにびっくりした。手首や指
の間までしっかり洗うようにしたい」と話しました。

▲セミナーの様子 ▲ブラックライトで洗い残しをチェックする参加者

№６№７

火災に備えて
　合同避難訓練・11/10

庄原市民会館と庄原自治振興センターで合同避難訓
練が実施されました。

秋の全国火災予防運動の一環として行われた今回の
訓練は、２階の給湯室から出火し、施設利用者の避難
誘導を行った後、職員が逃げ遅れるという状況が想定
され、実際に庄原消防署の多目的消防車（はしご車）
による救助が行われるなど、臨場感あふれる訓練とな
りました。

救助を受けた職員は「初めての体験で最初は緊張し
たが、消防署員の冷静な動きに安心感を覚えた。実際
の火災現場では訓練どおりに動けるか分からないが、
良い経験になった」と話しました。

思い思いの一枚を

　比和自治振興区が、吾妻山周辺で、公益社団法人日本
写真家協会会員の金

かねやま

山一
かずひろ

宏さんを講師に、初心者向け写
真講座を開催しました。
　参加した地域住民など６人は、金山さんから「スマー
トフォンやデジタルカメラを使い、気軽にきれいな写真
を撮るこつ」を教わりながら思い思いに撮影し、その後、
写真の講評を受けました。
　講座終了後、参加者は「初めは『なかなかきれいな写
真が撮れない』『カメラの機能がよく分からず使いこな
せていない』と感じていたが、美しい紅葉が広がる吾妻
山でリフレッシュしながら、お気に入りの写真も撮影で
き、有意義な時間だった」と満足そうに話しました。

№５ №４

▲使用されたはしご車▲撮り方を教わる参加者

▲拍子木を鳴らしながら行進する園児（口和地域）

▲合同防火パレードの様子（西城地域）▲救助の様子
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者
作
品
展

と
き　

12
月
15
日
㈫
～
21
日
㈪

８
時
30
分
～
17
時
15
分(

最
終
日

は
15
時
ま
で)

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民
ホ
ー
ル

問
い
合
わ
せ

庄
原
書
道
墨
友
会　

会
長　

平
岡

慶
舟

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
６
７
７

広
島
交
響
楽
団　
　
　
　
　

庄
原
市
演
奏
会

　

指
揮
に
鈴
木
織
衛
、
ソ
リ
ス
ト

に
バ
イ
オ
リ
ン
の
福
田
廉
之
介
を

迎
え
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
バ

イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
な
ど
の
名
曲

を
、
広
島
交
響
楽
団
の
管
弦
楽
で

お
届
け
し
ま
す
。

演
奏
曲
目

▼
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

「
バ
イ
オ
リ
ン
協
奏
曲
」

▼
ビ
ゼ
ー

「
カ
ル
メ
ン
」
組
曲
よ
り「
第
１
幕

へ
の
前
奏
曲
」
ほ
か

▼
ス
メ
タ
ナ

交
響
詩「
モ
ル
ダ
ウ
」

と
き　

12
月
27
日
㈰

開
場
14
時　

開
演
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

入
場
料　

全
席
指
定
席

一
般　

３
千
円（
当
日
３
５
０
０
円
）

高
校
生
以
下　

無
料（
要
整
理
券
）

▼
庄
原
市
民
会
館
友
の
会
会
員
の

方
は
１
割
引（
庄
原
市
民
会
館
で

の
購
入
に
限
る
）

▼
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く

だ
さ
い
。

※
11
月
号
の
お
知
ら
せ
で「
全
席

自
由
席
」
と
記
載
し
て
い
ま
し
た

が
、
正
し
く
は「
全
席
指
定
席
」

で
す
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

チ
ケ
ッ
ト
販
売

庄
原
市
民
会
館
、
食
彩
館
ゆ
め
さ

く
ら
、
ジ
ョ
イ
フ
ル
、
ザ
・
ビ
ッ

グ
庄
原
店
、
ウ
イ
ル
西
城
、
東
城

自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
、
道
の
駅
た

か
の
で
販
売
中

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
を
行
っ
て
開
催
し
ま
す

　

チ
ケ
ッ
ト
の
半
券
の
裏
に
、
事

前
に
必
ず
連
絡
先（
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
）
を
油
性
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
民
会
館　
　
　
　
　
　
　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
４
２
４
２

生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

☎
０
８
４
２
‐
73
‐
１
１
８
９

「
庄
原
文
芸
49
号
」
作
品

　

次
の
と
お
り
庄
原
文
芸
の
作
品

を
募
集
し
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格　

庄
原
市
文
化
協
会
加

盟
の
サ
ー
ク
ル
に
所
属
し
て
い
る

方
、
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学

し
て
い
る
方

募
集
作
品

①
詩
（
一
人
１
篇
）

②
短
歌
（
一
人
４
首
）

③
俳
句･

川
柳
（
一
人
６
句
）

④
写
真･

絵
（
一
人
１
点
）

⑤
小
説･

随
筆･

創
作･

ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
（
一
人
１
編
。

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
20
枚
程
度

ま
で
）

出
稿
料

　

原
稿
用
紙
１
枚
に
つ
き

１
５
０
０
円
、
以
後
１
枚
増
す
ご

と
に
５
０
０
円
、
21
枚
目
か
ら
は

１
枚
増
す
ご
と
に
千
円
を
加
算
。

31
枚
目
か
ら
は
、
1
枚
増
す
ご
と

に
２
千
円
加
算
。
写
真
・
絵
は

２
５
０
０
円
、
カ
ラ
ー
印
刷
の
場

合
は
５
千
円
。

応
募
締
め
切
り

令
和
３
年
１
月
29
日
㈮

応
募
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
市
文
化
協
会
「
庄
原
文
芸
」
係

林　

武
志

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします

母子保健事業母子保健事業　●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

12月21日㈪
１月４日㈪・18日㈪
８時30分～17時15分

保健医療課母子保健係
特になし

支所は随時（保健医療課、支所
ともに事前連絡が必要）

１月９日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

育児相談 １月12日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（庄原こども未来広場内） 母子健康手帳

庄原ひだまり広場は事前予約
が必要。支所についてはお問
い合わせください。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 １月21日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 １月14日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 １月19日㈫
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572東城 １月７日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

総領 １月13日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 １月21日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

東城 １月21日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

総領 １月13日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 １月15日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　比和 12月25日㈮13時～16時 比和自治振興センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分 児童福祉課あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」
１月18日㈪13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
１月７日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
12月22日㈫13時30分～14時30分

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

比和
「あしたのカフェ」
１月19日㈫13時30分～15時

比和温泉施設
あけぼの荘

比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

障害者相談員
定 期 相 談 会 庄原 １月18日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体 社会福祉課障害者福祉係

☎0824-73-1210

心の健康相談 １月19日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

催　
　

し

〒
７
２
７
‐
０
０
０
５

庄
原
市
川
手
町
１
３
１
８
‐
３

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
２
８
６

河
川
内
樹
木
の
持
ち
帰
り　

希
望
者
募
集

　

国
土
交
通
省
で
は
、
洪
水
時
に

流
下
阻
害
と
な
る
河
川
内
の
樹
木

を
計
画
的
に
伐
採
し
て
い
ま
す
。

伐
採
し
た
樹
木
の
有
効
活
用
を
目

的
に
、
持
ち
帰
り
を
希
望
す
る
方

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

と
き　

令
和
３
年
２
月
15
日
㈪
～

３
月
12
日
㈮

と
こ
ろ

三
次
市
南
畑
敷
町

三
次
市
粟
屋
町
荒
瀬

安
芸
高
田
市
吉
田
町
常
友

条
件

自
ら
樹
木
を
持
ち
帰
れ
る
方

※
詳
し
く
は
事
務
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

事
前
に
所
定
の
申
込

書
を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま

た
は
持
参

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
三
次
河
川
国
道
事
務

所
河
川
管
理
課

〒
７
２
８
‐
０
０
１
１

三
次
市
十
日
市
西
６
‐
２
‐
１

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
４
２
０
２

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
63
‐
３
１
３
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　

http://w
w

w
.

cgr.m
lit.go.jp/m

iyoshi/

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー　
　

広
告
募
集

　

市
が
作
成
す
る
令
和
３
年
度
版

の
「
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に

掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
枠　

12
枠

規
格　

縦
３
セ
ン
チ
×
横
25
セ
ン

チ
（
見
開
き
カ
レ
ン
ダ
ー
）

配
布
部
数　

市
内
全
世
帯
に
約

１
万
７
千
部
配
布

広
告
料
金　

１
枠
２
万
円
（
た
だ

し
、
１
社
に
つ
き
２
枠
ま
で
）

募
集
期
間　

12
月
25
日
㈮
ま
で

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
市
内
の

方
を
優
先
し
先
着
順
と
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

財
政
課
財
政
係 

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
９

広島県最低賃金は、
令和元年 10 月１日から引き続き

時間額 871 円です。
詳細は、広島労働局労働基準部賃金室

（☎ 082-221-9244）または
三次労働基準監督署（☎ 0824-62-2104）まで
お問い合わせください。

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報しょうばら／ 2020.12　14 15　2020.12 ／広報しょうばら



おお知らせ知らせInformatioInformationn

広告 広告 スエムネグループ創業60周年の安心と信頼。販売店だからできる高額買取‼
不用になったものなんでも

出張買取
いたします！

スエムネグループ創業60周年の安心と信頼

美  幸～ビコウ～
三次市塩町2123-5

　  0120-66-1035

担当 末宗 良規

私がお伺いします

金や宝石を
どこよりも高く
買取ってもらいたい。

お金になるか
確認だけでも
してもらいたい。

高
齢
者
の
障
害
者
控
除　
　

対
象
者
確
定
の
申
請

　

年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
時
期

が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

65
歳
以
上
で
寝
た
き
り
や
認
知

症
の
症
状
な
ど
が
あ
り
、
障
害
者

控
除
対
象
者
と
認
定
さ
れ
た
方

は
、
所
得
税
や
住
民
税
を
算
定
す

る
際
に
所
得
額
か
ら
障
害
者
控
除

額
を
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

市
は
申
請
に
基
づ
き
、
税
法
上

の
控
除
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方

①
庄
原
市
に
住
所
を
有
す
る
65
歳

以
上
の
方
（
申
告
年
の
12
月
31
日

時
点
）

②
「
身
体
障
害
者
手
帳
」「
療
育

手
帳
」
ま
た
は
「
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
」
の
交
付
を
受
け
て

い
な
い
方

③
寝
た
き
り
、
認
知
症
の
症
状
な

ど
が
あ
り
、
心
身
の
状
態
が
市
で

定
め
る
基
準
に
該
当
す
る
方

※
障
害
認
定
と
要
介
護
認
定
は
認

定
基
準
が
異
な
る
た
め
、
要
介
護

度
が
高
く
て
も
「
障
害
者
控
除
対

象
者
」
と
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
者
の
本
人
確
認
が
で
き
る

市内の主な施設　年末年始の業務案内
　年末年始の業務予定は、次の表のとおりです。■の部分が休業日となりますのでご確認ください。
　なお、「出生」、「死亡」、「婚姻」など戸籍に関する届け出や、埋火葬、斎場使用の許可手続きなどは、休み中でも取り
扱います。詳しくは市民生活課戸籍住民係（☎0824-73-1157）までお問い合わせください。

12/
26㈯ 27㈰ 28㈪ 29㈫ 30㈬ 31㈭

1/
1㈮ 2㈯ 3㈰ 4㈪ 5㈫ 6㈬ 7㈭

市役所（本庁・各支所） ☎0824-73-1123

田園文化センター ☎0824-72-1159

総合体育館 ☎0824-72-8000

庄原市ふれあいセンター ☎0824-75-0301

市民会館 ☎0824-72-4242

西城市民病院（救急は24時間対応） ☎0824-82-2611

帝釈峡博物展示施設時悠館 ☎08477-6-0161

口和郷土資料館 ☎0824-87-2230

比和自然科学博物館 ☎0824-85-3005

ご
み
処
理

収集
持
ち
込
み

備北クリーンセンター ☎0824-72-2044
リサイクルプラザ ☎0824-72-1398
東城クリーンセンター ☎08477-2-0214

●その他の施設については、直接各施設へお問い合わせください。

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

【点灯時間】17 時 30 分～ 21 時
　　　　　（金・土・日曜日、祝日は 22 時まで点灯）

備北イルミ備北イルミ
11月７日㈯～令和３年１月17日㈰

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

安
芸
戦
士
メ
ー
プ
ル
カ
イ
ザ
ー

安
芸
戦
士
メ
ー
プ
ル
カ
イ
ザ
ー

ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー

ヒ
ー
ロ
ー
シ
ョ
ー

　　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
る
た

め
に
戦
う
メ
ー
プ
ル
カ
イ
ザ
ー
を

応
援
し
よ
う
！

と
き　

12
月
20
日
㈰　

16
時
30
分
～
17
時

と
こ
ろ　

中
の
広
場　

特
設
ス

テ
ー
ジ

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

　

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
（
ス
タ
ッ
フ
）

が
子
ど
も
た
ち
へ
ク
ッ
キ
ー
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

と
き　

12
月
24
日
㈭　

17
時
30
分
か
ら

※
ク
ッ
キ
ー
が

な
く
な
り
次
第

終
了

と
こ
ろ

中
の
広
場

わ
ら
細
工
体
験　
　
　
　

わ
ら
細
工
体
験　
　
　
　

「
ミ
ニ
リ
ー
ス
」「
し
め
縄
」

「
ミ
ニ
リ
ー
ス
」「
し
め
縄
」

　

わ
ら
を
使
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
・
し
め
縄
飾
り
作
り
が
で

き
ま
す
。

と
き　

12
月
１
日
㈫
～
30
日
㈬

20
時
30
分
ま
で

（
最
終
受
け
付
け
は
19
時
30
分
）

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

下
の
農
家

七
草
粥
の
お
も
て
な
し

七
草
粥
の
お
も
て
な
し

　

一
年
の
無
病
息
災
を
祈
っ
て
、

春
の
七
草
を
入
れ
て
炊
い
た
お
か

ゆ
を
振
る
舞
い
ま
す
。

と
き　

令
和
３
年
１
月
９
日
㈯　

15
時
か
ら

※
無
く
な
り
次
第
終
了

※黒帯部分は備北イルミ開催日
【開園時間】○９時30分～21時　★９時30分～22時　▲14時～21時　☆14時～22時　
（入園は閉園の１時間前まで）

12月 令和３年１月
備北イルミ　開園時間・休園日カレンダー

と
こ
ろ　

ひ
ば
の
里　

さ
と
や
ま

屋
敷花

の
広
場　
　
　
　
　
　
　

花
の
広
場　
　
　
　
　
　
　

未
来
に
つ
な
ぐ
「
希
望
の
花
」

未
来
に
つ
な
ぐ
「
希
望
の
花
」

　

広
島
初
上
陸
！
ア
ー
ト
集
団

「
ミ
ラ
ー
ボ
ー
ラ
ー
」が
手
掛
け
る
、

光
と
反
射
を
利
用
し
た
幻
想
的
な

ス
ペ
シ
ャ
ル
エ
リ
ア
が
花
の
広
場

に
誕
生
！
は
な
の
展
望
台
か
ら
の

眺
望
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

令
和
３
年
１
月
17
日
㈰
ま

で　

17
時
30
分
か
ら

（
入
場
は
閉
園
の
30
分
前
ま
で
）

と
こ
ろ　

花
の
広
場

料
金　

大
人
４
０
０
円

子
ど
も
２
０
０
円

※
大
人
は
高
校
生
以
上
の
人
、
子

ど
も
は
小
・
中
学
生

※
未
就
学
児
は
無
料

※
再
入
場
は
で
き
ま
せ
ん

　
※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、延
期
・

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

最
新
の
開
催
状
況
は
電
話
ま
た
は

公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

書
類
（
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険

証
な
ど
）

②
印
鑑

申
請
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
７

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市

民
生
活
室

庄
原
得と

く
は
く泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

を
受
け
た
宿
泊
業
者
を
応
援
す
る

た
め
、
市
内
の
宿
泊
施
設
に
一
人

当
た
り
最
大
５
千
円
割
引
で
泊
ま

れ
る「
庄
原
得
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者

日
本
国
内
に
住
ん
で
い
る
方

実
施
期
間

令
和
３
年
２
月
28
日
㈰
ま
で

対
象
宿
泊
施
設

　

得
泊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

https://shobara-
info.com

/tokuhaku/

利
用
方
法

　

対
象
宿
泊
施
設
へ
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
直
接
予
約

し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
庄
原
観
光
推
進
機
構

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

※
お
越
し
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

広報しょうばら／ 2020.12　16 17　2020.12 ／広報しょうばら



おお知らせ知らせInformatioInformationn

休日診療のご案内

●東城地域

12月・１月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶急に寒さが厳しくなってきました。この冬は雪が
多いとの予報もあり、通勤が怖いです。ただ、ウイン
タースポーツが存分に楽しめるかもしれませんね。
▶市内で使用できる「いざなみカード」が発行され
ます。１万円分の特典ポイントがうれしいです！

人の動き （庄原市の人口） 

令和２年10月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３４，２７７人（前年比－６８３人）　
男　　１６，３３１人（前年比－２９８人）　
女　　１７，９４６人（前年比－３８５人）
世帯数　１５，３９８世帯（前年比－１２６世帯）
[ うち外国人 ]　人口　４２１人（前年比－２１人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１７，５５０人（７，９１８世帯）
○西城地域　　３，２３７人（１，３９４世帯）
○東城地域　　７，３４７人（３，４４８世帯）
○口和地域　　１，９１３人　　（７８９世帯）
○高野地域　　１，６６８人　　（６６４世帯）
○比和地域　　１，２９８人　　（５８７世帯）
○総領地域　　１，２６４人　　（５９８世帯）

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１５１１
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課管理係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

12月27日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
29日（火）東城病院 ☎08477-2-2150
30日（水）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
31日（木）日伝医院 ☎08477-2-2180

１月２日（土）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255
３日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151
10日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
17日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
押し花教室作品展（敷信自治振興区 )
とき　令和３年１月８日㈮～10日㈰
　　　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

「最初から最後まで」

食育コーナー　  

問児童福祉課 ☎ 0824-73-1192

　敷信みのり保育所は、「食」をとても大切にしています。
毎日の給食では、米は地元の農家の皆さんが大切に育て
ているコシヒカリを使用し、野菜も地元で採れる、極力農
薬や化学肥料を使っていない旬のものを使用しています。
「一

いちぶつぜんたいしょく

物全体食（※）」を基本に、米は七分つきに、野菜は皮を
丸ごと使うようにしています。乳幼児期は味覚を形成する大
切な時期です。素材本来のおいしさを味わえるように、薄味
で、調味料も昔ながらの製法で、ゆっくり・じっくり熟成さ
れ、添加物を使用していないものを使います。だしは、カツ
オや昆布・いりこで毎日とっているので、子どもたちは給食
室から漂う香りを感じることができます。
　また「最初から最
後まで」を目標に、
自分たちで野菜の栽
培から調理まで取り
組んでいます。どん
な料理を作りたい
か、どんなものが食
べたいかを子どもた
ちで考え、園庭の畑
に植える野菜を決め
ています。自分たちで畑を作り、毎日水やりや草取りをして、
野菜の様子を観察します。農作業には一人一人役割があり、
力を合わせることの難しさや楽しさ、育てる喜びを感じるこ
とができます。
　収穫を迎えると、自分たちが育てた野菜を調理します。９
月14日には、子どもたちの要望から天ぷらを作りました。「揚
げてほしい野菜を持って来てね」と伝えると、子どもたちは
畑からさまざまな野菜を持って来ました。その野菜を天ぷら
にすると、野菜嫌いな子も「これだったら食べられる !!」と、
おいしそうに食べていました。自分たちで作り、食べること
で、さまざまな食材など「食」に関心を持つようになってい
ます。

　敷信みのり保育所の給食にはほとんど残菜がありません。
これからも、自然の恵みや農家の皆さんに感謝しながら、楽
しく食事ができる子どもたちに育ってほしいと思います。
※一物全体食：一つの食材を丸ごと使用して食べること。

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。
実施日 会　場 受付時間

１月８日㈮ 庄原市役所
本庁舎

10時～11時15分
12時30分～15時

献血のご案内　  
問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

帝釈峡遺跡群60周年プレ企画展
「中国山地の先史遺跡」開催中

　当市が全国に誇る「帝釈峡遺跡群」は、令和３年以降順次、
発見・調査から 60 年という節目の年を迎えます。これを祝い、
当館で企画展を開催中です。今回はこの企画展の一部を紹介
しましょう。
　帝釈馬

まわたり

渡岩
いわかげ

陰遺跡が発見された 60 年前には、先史遺跡（主
に旧石器・縄文時代の遺跡）は非常に珍しく、私たちの暮ら
しから遠く離れた存在として認識されていました。しかし、
調査が進むと、驚くほど身近な場所にも先史遺跡が存在する
ことが分かってきました。例えば、庄原盆地の市街地でも、
畑や未舗装の道の脇などで、縄文土器や石器を見つけること
ができます。また、市内全域の 11 カ所の遺跡から、先史時
代の人々がイノシシやシカを捕るために仕掛けた「落とし穴」
なども見つかっています。こうした例からも、中国山地の広
大な山河のほぼ全域が、先史時代の人々の暮らしの場だった
ことは間違いないでしょう。
　さて、先史時代の人々が暮らした中国山地では、今もなお、
豊かな自然の恵みが私たちの暮らしに彩りを与えてくれてい
ます。このような、自然の恵みを取り入れた暮らしは、先史
時代の文化の流れをくむものだと考えられます。私たちの心
身の奥底に、はるかいにしえの先史狩猟採集民の心が今も存
在し、親から子へと伝承されている可能性があるとすれば、
非常に興味深く、そしてありがたいことです。
　昭和 36（1961）年の帝釈馬渡岩陰遺跡の発見から約 60 年
もの歳月を経て、今では中国山地が先史遺跡研究の有望な
フィールドであることも判明しつつあります。その調査研究
の長い歩みを、調査を支えた地域の思い出や、ご自身の歩ん
だ大切な人生の思い出とともに振り返ってみていただき、「悠

はる

かに限りなく遠い時」に思いをはせていただければ幸いです。

12・１月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室　「柿渋染め」
　と　き　令和３年１月25日㈪
　　　　　①９時～12時　②13時～16時
　定　員　①②各12人
▶イベント
○シルバー人材センター（てしごとの会）
　手作り作品の展示・販売
　と　き　12月19日㈯　９時～15時
○ゆめさくら歳末感謝祭
　と　き　12月25日㈮～27日㈰
※27日は「『比婆牛が当たる？』大抽選会」を開催
【年末年始の営業】

休館日　12月31日㈭～令和３年１月３日㈰
※12月29日㈫は営業します。
初売り　令和３年１月４日㈪

☎ 0824-75-4411

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

「市役所ロビーコンサート」再開のお知らせ

　新型コロナウイルスの感染拡大予防のため、「市役
所ロビーコンサート」を本年３月から中止していま
したが、「密閉・密集・密接」を避けるなどの感染症対
策を実施し、会場を変更して令和３年１月から再開
します。
　新たな「市役所ロビーコンサート」の会場は、当面、
庄原市ふれあいセンターコパリホールとなります。
開催曜日と開催時刻はこれまで同様に、第４月曜日
（祝日の場合は翌日）の12時15分から13時までです。
なお、来場の際は感染予防対策の一環として、「マス
クの着用」「手指消毒」「検温」「入場者数の制限」「来場
者名および連絡先の記載」などの措置が必要となり
ますので、ご協力をお願いします。
　次回の開催は、令和３年１月25日㈪で、出演は「弦
楽四重奏　ベルクワチュール」の皆さんです。詳しく
は、広報しょうばら１月号および庄原市民会館ホー
ムページなどでお知らせします。
　皆さんのご来場をお待ちしています。　

▲陽
ようち

内遺跡の土器
　（濁川町、広島県重要文化財）

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と　き　令和３年１月９日（土）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

１月

▲建
たてがま

釜遺跡の土器
　（高野町高暮）

時悠館  ☎ 08477-6-0161

開館：９時～17時　休館：水曜（祝日開館・翌日休館）・年末年始

※
日
程
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
越
し
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
感
染
症
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
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祝！供用開始
庄原市交通交流施設（備後庄原駅舎）・備後庄原駅前ロータリーの供用開始セレモニー

庄原市の企業に就職しよう！
庄原でいきいき働く就職ガイダンス

平和への思い
令和２年度戦没者追悼式並びに平和祈念式典

都市
整備課

商工
観光課

社会
福祉課

広島県警察音楽隊の演奏

説明を聞く参加者

式辞を述べる木山市長 献花の様子

　

11
月
1
日
、
備
後
庄
原
駅
前
ロ
ー
タ

リ
ー
で
「
庄
原
市
交
通
交
流
施
設
（
備
後

庄
原
駅
舎
）・
備
後
庄
原
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー

の
供
用
開
始
セ
レ
モ
ニ
ー
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

式
典
は
、
来
賓
を
乗
せ
た
バ
ス
と
タ
ク

シ
ー
が
ロ
ー
タ
リ
ー
内
に
入
場
す
る
デ
モ

ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
始
ま
り
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
や
風
船
飛
ば
し
を
行
う
な
ど
、
来

場
者
全
員
で
交
通
交
流
施
設
と
駅
前
ロ
ー

タ
リ
ー
の
供
用
開
始
を
祝
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、同
時
開
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て「
第

15
回
お
っ
！
庄
原
駅
前
フ
ェ
ス
タ
」と「
芸

備
線
お
も
て
な
し
駅
マ
ル
シ
ェ
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
手
作
り
弁
当
や
お
菓
子
、
雑

貨
な
ど
の
販
売
、
広
島
県
警
察
音
楽
隊
の

演
奏
、
庄
原
市
ふ
る
さ
と
大
使
西に

し
だ田
篤あ

つ
し史

さ
ん
と
Ｒ
Ｃ
Ｃ
野
球
解
説
者
天あ

ま
や谷
宗そ

う
い
ち
ろ
う

一
郎

さ
ん
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
口
和
郷
土

資
料
館
に
よ
る
蓄
音
機
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
し
た
。

　

11
月
13
日
、
庄
原
市
総
合
体
育

館
で
、「
庄
原
で
い
き
い
き
働
く

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
開
催
し
、

市
内
の
事
業
所
な
ど
28
社
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
換
気
や
手
指
消
毒
な

ど
、
感
染
症
対
策
を
徹
底
す
る
中
、

求
職
者
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望
者

34
人
を
対
象
に
、
合
同
就
職
面
接

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
定
住
に
つ
な
げ

る
た
め
、
就
農
や
定
住
に
関
す
る

ブ
ー
ス
も
出
展
し
、
庄
原
市
の
暮

ら
し
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
求
職
者
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ

タ
ー
ン
希
望
者
は
「
庄
原
市
に
こ

ん
な
に
求
人
企
業
が
あ
る
と
知
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
と
話

し
ま
し
た
。

　

10
月
20
日
、
戦
没
者
に
哀
悼
の
意
を
表

す
と
と
も
に
、
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、「
令
和
２
年
度
戦
没
者
追
悼
式
並
び

に
平
和
祈
念
式
典
」
を
庄
原
市
総
合
体
育

館
で
開
催
し
、
遺
族
な
ど
60
人
が
参
列
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
規
模
を
縮
小
し

関
係
者
の
み
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
の
式
辞
で
木
山
耕
三
市
長
は
「
祖

国
の
行
く
末
を
案
じ
、
家
族
の
幸
せ
を
願

い
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
方
々
の
無
念
、
か

け
が
え
の
な
い
肉
親
を
奪
わ
れ
た
遺
族
の

心
情
を
思
い
、
改
め
て
戦
没
者
の
方
々
の

冥
福
を
祈
る
。
終
戦
か
ら
75
年
の
節
目
の

年
を
迎
え
、
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
て

よ
り
一
層
努
力
し
、
今
後
も
戦
没
者
の
皆

さ
ん
が
生
ま
れ
、
育
ち
、
し
の
ん
だ
、
ふ

る
さ
と
庄
原
の
さ
ら
な
る
発
展
と
、
安
心

が
実
感
で
き
る
『
ま
ち
づ
く
り
』
の
実
現

に
向
け
歩
み
続
け
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
庄
原
市
戦
没
者
遺
族
会
の
井い

ざ
わ澤

聖ま
さ
あ
き昭
会
長
は
、「
戦
没
者
の
皆
さ
ん
が
、

我
が
国
の
繁
栄
と
安
泰
を
願
っ
て
凄せ

い
さ
ん惨
苛

烈
を
極
め
た
戦
い
の
中
で
、
若
く
し
て
尊

い
命
を
捧
げ
た
こ
と
を
決
し
て
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
今
を
生
き
る
我
々
は
、
戦
没

者
へ
の
感
謝
と
顕
彰
は
も
ち
ろ
ん
、（
戦

争
の
悲
惨
さ
を
）
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
参
列
者
が
祭
壇
に
献

花
し
、
２
９
２
３
人
の
戦
没
者
を
追
悼
す

る
と
と
も
に
、恒
久
平
和
を
祈
り
ま
し
た
。
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